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十
一
世
紀
初
め
、
藤
原
公
任
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
「
和
漢
朗
詠
集
」
に
は
、
和
漢
の
秀
句
・
秀
歌
約
八
○
○
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
書
は
広
く
享
受
さ
れ
、
多
く
の
転
写
本
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
な
か
に
は
能
書
が
筆
を
と
っ
た
も
の
も
多
く
、
今
日
「
和
漢
朗
詠
集
」
の
最
善
本
と
さ
れ
る
伝
藤
原
行
成
筆
「
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
」
を
は
じ
め
、
同
「
雲
紙
本
和
漢
朗
詠
集
」
、
同
「
近
衛
本
和
漢
朗
詠
集
」
な
ど
、
名
筆
と
さ
れ
る
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
「
和
漢
朗
詠
集
』
の
写
本
は
、
書
芸
術
と
も
密
接
に
結びついているといえよう。
ま
た
、
近
世
に
入
る
と
、
「
和
漢
朗
詠
集
」
は
数
多
く
開
版
さ
れ
て
ゆ
く。頭注や挿絵が施されるなど刊行のスタイルは多様化し、一
方
で
は
、
定
家
流
、
御
家
流
と
い
っ
た
書
流
の
名
を
冠
し
た
手
本
と
し
て
の
出
版
も
相
次
い
だ
。
近
世
に
お
い
て
も
「
和
漢
朗
詠
集
」
は
、
詩
歌
集
〈論文〉
慶安二年刊巻子本『和漢朗詠集』について
ｌ
松
花
堂
昭
乗
筆
本
の
開
版
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
は
じ
め
に
と
し
て
、
あ
る
い
は
書
文
化
と
関
わ
る
も
の
し
て
広
く
流
布
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
書
の
広
が
り
や
享
受
、
存
在
意
義
は
、
そ
れ
ら
多
様
な
側
面
に
わ
た
る
広
い
視
野
で
そ
の
様
相
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
視
点
の
も
と
、
稿
者
は
か
つ
て
、
寛
永
の
三
筆
の
ひ
と
り
、
松花堂昭乗（天正十二年ｌ寛永十六年〈一五八四’一六三九〉）
（１）
筆
の
「
和
漢
朗
詠
集
」
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
前
稿
で
は
、
と
く
に
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
写
「
和
漢
朗
詠
集
』
（
法
政
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
蔵
）
、
お
よ
び
、
近
世
前
期
、
昭
乗
の
筆
跡
と
銘打って開版された「和漢朗詠集」二種（慶安二年〈一六四九〉
刊本、承応二年〈一六五三〉刊本）について取りあげ、それら
の本文系統を中心に検討した。
その後、右記版本のうち、慶安二年刊本に関する新たな知見
を
得
た
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
そ
の
報
告
を
行
い
た
い
。
加
え
て
、
同
本
制
作
の
背
景
や
後
世
お
け
る
享
受
に
つ
い
て
探
り
つ
つ
、
昭
乗
の
筆
に
な
山
口
恭
子
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慶安二年刊巻子本「和漢朗詠集』について
まずは、前稿の概略を記しながら、昭乗の「和漢朗詠集」に
つ
い
て
眺
め
て
お
き
た
い
。
昭
乗
筆
の
「
和
漢
朗
詠
集
」
は
、
現
在
、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
「
和
（２）
漢朗詠集」（｜巻）が広く知られている。雲母で文様を刷った料
紙に、「和漢朗詠集」の漢詩句と和歌を各六首書いた抄写本で、
（３）
このうち、和歌二首を定家様で書くという趣向を凝らした作口叩
で
あ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
小
松
茂
美
が
、
下
絵
の
施
さ
れ
た
料
紙
に
漢
詩（４）
句十三首、和歌十一首を書いた「和漢朗詠巻」を紹介しており、
さらに、色紙七十二枚に詩歌を散らし書きした「和漢朗詠集貼
（５）
（６）
交屏風」（建仁寺禅居庵蔵）も残る。このほか、熊谷直蔵本、
（７）
（８）
上神家蔵本、元和五年（一六一九）写本、寛永六年（一一ハ一一九）
（９）
写本等の存在も伝えられる。佐藤虎雄が、「（昭乗の）書写のよ（皿）
く遣れるものには「和漢朗詠集」「歌仙色紙』「歌合」等がある」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
「
和
漢
朗
詠
集
」
は
、
昭
乗
が
よ
く
好
ん
だ
作
品
の
（ｕ）
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こうした昭乗筆「和漢朗詠集』のなかでも注目されるのが、
慶
長
十
七
年
写
本
で
あ
る
。
同
書
は
、
綴
葉
装
一
帖
に
、
八
○
四
の
詩
歌
を
収
め
る
完
本
で
あ
る
。
土
井
忠
生
、
な
ら
び
に
山
田
忠
雄
が
、
「
和
漢
朗
詠
集
』
の
本
文
系
統
を
考
究
す
る
う
え
で
ひ
と
つ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
（皿）
た
「
盧
橘
」
本
に
該
当
し
、
室
町
期
に
主
流
で
あ
っ
た
本
文
の
要
素
を
べ
－
る「和漢朗詠集』が、摸刻され、時代を越えて流布してゆくこ
と
と
な
る
様
相
の
一
端
を
み
て
み
た
い
と
思
う
。
一、松花堂昭乗筆『和漢朗詠集」と近世刊本
ス
に
し
つ
つ
も
、
ひ
と
つ
の
系
統
に
と
ど
ま
ら
な
い
独
自
の
本
文
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
昭
乗
筆
「
和
漢
朗
詠
集
」
の
摸
刻
も
、
近
世
前
期
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
慶
安
二
年
刊
「
和
漢
朗
詠
集
」
は
、
右
記
慶
長
十
七
年
写本と同系統の本文をもつものである。ただし、慶長十七年写
本
に
書
か
れ
て
い
る
歌
人
注
記
や
詩
題
注
記
は
な
く
、
手
本
と
し
て
の
色
合いを強めている。次いで、承応二年には、これとは別版の「和
漢朗詠集』も刊行された。江戸時代中期以降広く流布していた、
尊円親王筆本を原本とする「和漢朗詠集』（正保五年〈一六四
（皿）
八〉刊）系統の本文に基づきながらも、慶安一一年刊本の本文の
一部、および字形を継承している。これら慶安二年刊本、およ
び承応二年刊本には、求版本や覆刻本、付訓本が存在しており、
昭
乗
筆
「
和
漢
朗
詠
集
』
が
近
世
を
通
じ
て
受
容
さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
がうかがえる。
前章において、昭乗の『和漢朗詠集』について概観してきた
が
、
本
章
以
降
で
は
、
こ
の
う
ち
慶
安
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
和
漢
朗
詠
集』に関し検討を進めてゆきたい。
昭乗を祖とする書流である瀧本流（松花堂流・式部流とも）
の
手
習
い
手
本
は
、
近
世
前
期
以
降
数
多
く
開
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
（Ｍ）
よ
っ
て
流
派
は
学
習
者
を
増
や
し
盛
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
早
く
は
、
正
保
二
年
二
六
四
五
）
刊
の
名
筆
摸
刻
集
「
本
朝
名
公
墨
宝
』
（
国
立
国会図書館等蔵）下巻に昭乗の筆跡が収録された例があるが、
一一、慶安二年刊巻子本『和漢朗詠集」の書誌と版行
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昭乗の書のみを摸刻し版行した噴矢は、慶安二年刊『和漢朗詠
集
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
後
に
、
瀧
本
流
門
人
で
あ
っ
た
漢
学
者
細
合
半斎（享保十一一年ｌ享和三年〈一七二七’’八○一一一〉）が、「書
名遠きに聞こえ、門人諸国に遍し」（「瀧本栞』寛政八年〈一七
九六〉刊。国立国会図書館蔵）と述べるほどであった瀧本流流
行
の
一
起
点
と
し
て
、
慶
安
二
年
刊
本
は
と
り
わ
け
重
要
な
位
置
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
慶
安
二
年
刊
本
は
こ
れ
ま
で
、
本
文
も
、
ま
た
書
誌
的
側
面
に
お
い
て
も
、
特
異
な
本
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
。
同
書
に
関
す
る
従
来
の
研
究
を
以
下
に
ま
と
め
て
お
く
。
ま
ず
、
本
文
に
つ
い
で
あ
る
が
、
鈴
木
健
一
、
蔵
中
し
の
ぶ
は
、
近
世
に
刊
行
さ
れ
た
「
和
漢
朗
詠
集
」
の
本
文
に
関
す
る
論
考
に
お
い
て
、
慶
安
二
年
刊
本
が
、
数
多
い
「
和
漢
朗
詠
集
』
版
本
の
な
か
で
も
独
自
の
本
（腿）
文
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
慶
安
二
年
刊
本
が
慶
長
十
七
年
写
本
と
同
系
統
の
本
文
を
も
つ
こ
と
を
前
稿
に
お
い
て
述
べ
た
。
一
方
、
そ
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
流
布
し
た
形
態
で
あ
る
冊
子
本
の
ほ
か、同じ慶安二年の刊記を有する巻子本の存在が報告されてい
る
。
こ
れ
ま
で
、
大
阪
古
典
会
創
立
九
十
周
年
記
念
古
典
籍
善
本
展
観
図
（肥）
（Ⅳ）
録『澪標』、および青裳堂書店古書目録「和漢朗詠集の版種』
にこの慶安二年刊巻子本の写真が掲載され、さらに、『和漢朗
詠
集
の
版
種
』
で
は
、
慶
安
二
年
刊
冊
子
本
は
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
制
作
さ
れ
た
巻
子
本
の
覆
刻
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
神
作
研
一
が
こ
の
巻
子
本
に
つ
い
て
、
ヨ
和
漢
朗
詠
集
」
の
刊
本
と
し
て
も
、
ひ
い
て
は
歌
書
刊
本
と
し
て
も
唯
一
の
巻
子
本
」
と
、
そ
の
特
（昭）
殊性に一一一戸及している。
前稿では、この慶安二年刊巻子本について、「和漢朗詠集の
版種」、および神作の言説を引用するにとどまったが、その後、
新
た
に
岡
本
聡
氏
所
蔵
本
の
調
査
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
、
ま
ず
は
こ
の
岡
本
氏
蔵
本
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
う
。
次
い
で
、
そ
の
書
誌的特徴などを踏まえたうえで、慶安二年刊巻子本から、同冊
子
本
へ
の
流
れ
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
岡本氏蔵慶安二年刊巻子本は上下一一巻一一軸からなり、漢詩句
五八八首、和歌二一六首、都合八○四首の詩歌を摸刻する。書
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
『和漢朗詠集」二巻二軸（岡本聡氏蔵。以下、「岡本氏蔵
本」とする）
上巻、全一一一十六紙。高さ一一一十三・○糎、長さ一五八九・四
糎。下巻、全四十紙。高さ一一一十一一一・○糎、長さ一七九九・
八
糎
。
字
高
約
二
十
七
・
五
糎
。
上
下
巻
前
見
返
し
に
金
銀
箔
散
文
様
、
下
巻
後
見
返
し
に
金
泥
草
花
文
様
を
施
す
。
内
題
「
倭
漢
朗
詠
集巻上」「和漢朗詠集巻下」、尾題「和漢朗詠集上」「和漢
朗詠集終」。訓点・作者注記・詩題注記無し。本文末に「雄
徳
山
比
丘
昭
乗
（
花
押
と
。
刊
語
「
松
花
堂
主
盟
慢
慢
翁
親
遡
烟
／
空海大師筆道一一一十二伝之波潤而高透／過一一一級之禺門執可蕊
金
龍
一
鱗
塵
蕊
測
／
其
余
流
之
徒
以
真
筆
為
偽
以
偽
筆
為
真
一
／
部
朗
詠
漢
字
倭
字
翁
之
所
筆
刻
以
鎮
梓
本
／
是
騒
龍
頷
下
之
明
珠
後
人
奪而作自已家／珍珍重書而為販」。刊記「慶安二龍輯丙丑歳
孟春如意珠日瓢型印（「宗次」）・方形印（「離鞄」と。
「
和
漢
朗
詠
集
』
の
詩
歌
を
摸
刻
し
、
各
巻
十
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
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慶安二年刊巻子本『和漢朗詠集」について
長大な巻子本に仕立てたもので、刊語によれば、昭乗の書を学
ぶ者たちが昭乗の書跡の真偽を判別できていないという現況を
か
ん
が
み
、
「
騒
龍
頷
下
之
明
珠
」
と
も
い
う
べ
く
貴
重
な
本
作
を
摸
刻
したという。「宗次」「蕊鞄」については不詳である。
この岡本氏蔵本と、『和漢朗詠集の版種」掲載本（以下、「『版
種
』
本
」
と
す
る
）
の
図
版
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
巻
末
部
に
相
違
の
あることが認められる（【図１】）。以下にその具体を示したい。
まず、署名部分であるが、岡本氏蔵本では、「雄徳山豊昭乗」
と行書体で刻し、さらに下方には花押も摸刻されているのに対
し、「版種』本では、「雄徳山比丘怪々翁」と隷書体で刻し、花
押はない。また、刊記部分では、岡本氏蔵本が慶安二年の干支
を「鞭」と誤るのに対し、「版種』本では、「己丑」とする。さ
ら
に
、
印
に
つ
い
て
も
、
岡
本
氏
蔵
本
で
は
瓢
型
印
・
方
形
印
の
順
に
捺
さ
れ
る
の
に
対
し
、
「
版
種
」
本
で
は
、
方
形
印
・
瓢
型
印
の
順
に
捺
さ
れ
、
印
の
デ
ザ
イ
ン
や
字
形
に
も
差
が
あ
る
。
「
和
漢
朗
詠
集
の
版
種
』
に
掲
載
さ
れ
た
図
版
に
依
る
限
り
、
岡
本
氏
蔵
本
と
「
版
種
」
本
は
同
版
で
、
署
名
、
お
よ
び
刊
記
に
の
み
修
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る。両本の先後関係としては、岡本氏蔵本が先行し、刊記の干
支を修正するにあたり、署名や刊記全体、および印に変更を加
えて刷られたのが『版種』本であると考えたい。
な
お
、
こ
れ
ま
で
管
見
に
入
っ
た
慶
安
二
年
刊
冊
子
本
に
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
本
、
四
天
王
寺
大
学
図
書
館
恩
頼
堂
文
庫蔵本、陽明文庫蔵本があり、そのほか、天明四年二七八四）
九月求版芝翠館刊行の九州大学文系合同図書室相見文庫蔵本、
刊
語
ま
で
が
刻
さ
れ
た
無
刊
記
の
明
星
大
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
蔵
本、都立中央図書館加賀文庫蔵本、酒田市立光丘文庫蔵本があ
る
（
加
賀
文
庫
蔵
本
、
光
丘
文
庫
蔵
本
は
別
版
）
。
上
記
の
す
べ
て
の
伝
本において、昭乗の署名部分は「版種」本と同じ隷書体「雄徳
山
比
丘
慢
々
翁
」
で
あ
り
、
ま
た
、
慶
安
二
年
の
刊
記
を
有
す
る
吉
田
文
庫蔵本、恩頼堂文庫蔵本、陽明文庫蔵本は、それを「慶安二龍
輯己丑歳孟春如意珠日」としている。現時点では、慶安二年刊
冊
子
本
と
し
て
流
布
し
た
の
は
、
『
版
種
』
本
か
ら
派
生
し
た
も
の
の
み
と
み
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
ここで、先掲元和五年写「和漢朗詠集」についてあらためて
取
り
あ
げ
た
い
。
同
書
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
、
京
都
美
術
倶
楽
部
に
お
い
て
開
か
れ
た
入
札
会
の
目
録
『
中
京
杉
浦
家
所
蔵
品
入
札
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
巻
子
二
巻
か
ら
な
り
、
「
三
十
六
人
歌
合
」
と
と
も
に
書
写
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
同
目
録
に
載
る
巻
末
部
の
写
真
か
ら
は
、
朗
詠
題「恋」「無常」「白」の詩歌が書かれていることを確認でき、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
元
和
五
年
写
本
は
完
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
訓
点
や作者注記、詩題注記はない。そして、尾題「和漢朗詠集終」
に続き、以下の奥書がある。
此朗詠者橘成政年来依／所望染筆毫以与之一日干軸／末乞
記
予
辞
不
能
拒
辞
応
／
責
彰
於
楮
尾
鳴
呼
葱
汗
焉
／
予
写
伝
／
二
聖
三賢之筆適臨両／一一四輩之墨池錐然刻舟／守株之愚如鎮氷
似
画
水
／
大
師
有
云
道
之
興
廃
人
／
之
時
非
時
実
／
道
待
人
顕
人
以
時
学
□
間
／
至
奇
哉
／
元
和
己
未
仲
夏
下
旬
／
弘
法
大
師
三
十
二
葉
／雄徳山比丘昭乗（花押）
こ
れ
に
よ
り
、
同
書
が
橘
成
政
の
求
め
に
応
じ
て
書
さ
れ
た
も
の
で
（、）
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
昭
乗
は
、
「
百
人
一
首
色
紙
帖
」
（
慶
長
十
六
年
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〈一一ハ一一〉。八幡市立松花堂美術館蔵）、「長恨歌」（慶長十九
年〈一六一四〉。東京国立博物館蔵）などのように、他者の求
め
や
命
に
よ
っ
て
筆
を
執
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
こ
れ
も
そ
う
し
た
も
の
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
元
和
五
年
写
本
が
、
慶
安
二
年
刊
巻
子
本
と
極
め
て
近
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
右
掲
元
和
五
年
写
本
の
奥
書
は
慶
安
二年刊巻子本にはなく、慶安一一年刊巻子本には、先に示した刊
語が刻されているという違いはあるものの、朗詠題や詩歌の字
母
、
詩
歌
の
行
替
え
は
す
べ
て
同
一
で
あ
り
、
加
え
て
、
朗
詠
題
・
詩
歌
・
尾
題
の
字
形
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
を
配
置
す
る
余
白
の
と
り
か
た
に
ま
で
近
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
元
和
五
年
写
本
の
実
物
を
未
確
認
で
あ
る
た
め
即
断
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
時
点
に
お
い
て
、
慶
安
二
年
刊
巻
子
本
が
、
元
和
五
年
写
本
を
も
と
に
摸
刻
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
と
思われる。
さらにいえば、元和五年写本の奥書の署名「雄徳山比丘昭乗」、
な
ら
び
に
花
押
が
、
慶
安
二
年
刊
巻
子
本
の
う
ち
、
岡
本
氏
蔵
本
の
そ
れ
と
共
通
す
る
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
。
元
和
五
年
写
本
が
、
慶
安
二
年
刊
巻
子本の原本であるとするならば、この署名における共通性もま
た、岡本氏蔵本が昭乗筆本に隣接するものであり、その後に『版
種』本が続くとの推測を支えるものとなるだろう。
なお、元和五年写本奥書は、「大師有云道之興廃人之時非時」
と
、
「
性
霊
集
』
巻
四
「
献
東
太
上
李
邑
書
迩
表
」
か
ら
の
引
用
を
も
っ
て綴られ、また、「弘法大師一一一十二葉／雄徳山比丘昭乗」とする
な
ど
、
昭
乗
の
、
空
海
の
存
在
と
筆
道
に
対
す
る
意
識
や
、
そ
れ
を
継
ぐ
者
と
し
て
の
自
負
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
と
い
う
の
も
、
慶
（皿）
安――年刊巻子本には、随所に大師流の書表現が見られるからで
ある（【図２】）。大師流は昭乗の書の特徴のひとつであり、「阿
（艶）
房宮賦」（昭和美術館蔵）、「詩巻」（東京国立博物館蔵）、「劉禺
（鋼）
錫図「晒室銘」」（八幡市立松花堂美術館蔵）た》ど、現存する昭
乗の作品中に多くみられる。慶安二年刊巻子本では、これらの
作品のように大師流が際立って駆使されているわけではないが、
意
識
的
に
そ
の
筆
法
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
元
和
五
年
写本が慶安二年刊巻子本の原本であるとの仮定に立ち、さらに、
元
和
五
年
写
本
の
奥
書
や
署
名
を
あ
わ
せ
考
え
て
み
る
と
き
、
慶
安
二
年
刊
巻
子
本
に
大
師
流
の
書
表
現
が
散
見
す
る
こ
と
は
、
必
然
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
以上述べてきたことを整理すれば、元和五
年写本かと思しき
昭
乗
筆
本
か
ら
、
ま
ず
は
慶
安
二
年
刊
巻
子
本
の
う
ち
岡
本
氏
蔵
本
が
摸
刻
・
印
刷
さ
れ
、
そ
れ
に
修
訂
を
加
え
て
「
版
種
」
本
が
刷
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
覆
刻
し
て
成
っ
た
の
が
慶
安
二
年
刊
冊
子
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
寛
永
期
、
昭
乗
周
辺
で
読
ま
れ
て
い
た
慶
長
十
七
年
写
本
系
統
の
「
和
漢
朗
詠
集
』
本
文
は
、
こ
の
よ
う
な
道
筋
で
版
本
の
世
界
へ
と
流
れ
込
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
「
和
漢
朗
詠
集
』
の
も
つ
詩
歌
集
と
し
て
の
性
格
と
、
手
本
と
し
て
の
性
格
と
が
、
昭
乗
と
い
う
能
書
周
辺
で
重
な
り
あ
い
な
が
ら
、
新
た
な
伝
本
を
派
生
さ
せ
て
い
っ
た
様
を
う
か
が
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
｜｜｜、慶安二年刊巻子本「和漢朗詠集』制作の背景
ここまで、慶安二年刊巻子本の書誌的事項に基づきながら、
4４
慶安二年刊巻子本「和漢朗詠集』について
慶
安
二
年
刊
冊
子
本
へ
の
流
れ
を
確
認
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
なぜこのような巻子本が制作されたのか。冊子本と同様、慶安
二
年
刊
巻
子
本
も
手
本
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
が
、
そ
の
存
在
に
は
い
さ
さ
か
の
疑
問
が
残
る
。
本
章
で
は
、
同
書
の
制作者・享受者像について考えてみたい。
慶
安
二
年
刊
巻
子
本
は
、
神
作
研
一
が
「
巻
子
は
最
初
に
調
製
さ
れ
た
特
装
版
」
で
、
「
特
定
の
誰
か
に
向
け
て
作
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
」
る
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
商
業
性
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
昭
乗
の
筆
跡
を
必
要
と
す
る
、
ご
く
限
ら
れ
た
者
に
向
け
て
私
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。ここ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
当
時
の
瀧
本
流
の
書
法
教
授
の
形
態
で
あ
る。川畑薫は、松花堂流の教授体系について詳細に論じ、その
なかで、昭乗の高弟・藤田友閑（慶長五年ｌ延宝五年〈一六○
○’七七〉）らの筆道伝書に基づきながら、流派内で版本手本
（別）
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
究
明
し
た
。
川
畑
の
論
考
に
導
か
れ
つ
つ
、
友
閑
の
言
説
を
引
い
て
お
こ
う
。
手
本
は
松
花
堂
の
御
筆
に
よ
り
て
習
ひ
侍
ら
ん
事
最
上
た
る
べ
し
と
い
へ
ど
も
、
世
に
稀
な
る
を
い
か
識
は
せ
ん
。
金
な
き
時
は
銀
を
宝
と
せ
よ
と
仏
語
に
も
侍
れ
ば
、
諸
子
の
為
に
よ
る
し
と
お
も
ふ
法
帖
を
求
め
て
、
写
す
の
り
を
詳
に
し
、
上
巧
の
離
師
に
仰
て
、
た
が
は
ざ
ら
ん
事
を
精
密
に
さ
た
し
板
刊
に
ち
り
ば
め
て
授
侍
り
、
昌
和
国
筆道三秘紗』寛文三年〈一六六一一一〉成。国立国会図書館蔵）
友閑は、昭乗の筆跡を忠実に摸刻した版本手本を用いることの
重
要
性
を
説
く
。
友
閑
は
右
掲
書
の
ほ
か
、
「
示
愚
息
乗
因
及
同
志
学
者
教誠條章』（寛文四年〈一六六四〉成。天理大学附属天理図書
館
蔵
）
な
ど
の
自
著
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
加えて、友閑は自ら手本の開版を手掛けてもいた。「百官表」
一巻（慶安二年刊。国文学研究資料館蔵）もそのひとつである。
（溺）
同書は、昭乗筆「諸国」「京條里」「官名」を摸刻したもので、
刊記に「慶安二年春於摂州冨田刊焉藤田彩雲（友閑）翁（印）」
と
あ
る
。
同
書
が
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
同
じ
慶
安
二
年
に
開
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
ま
た
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
の
所
蔵
に
な
る『松花堂法帖』（享和二年〈一八○一一〉刊）も、友閑の開版
した手本とのかかわりが深い。これは、昭乗筆「四恩法帖」「勧
（配）
進帳」（一一種）「漁父辞」「国名京條里官名」を刻すもの。「右
法
帖
者
署
友
閑
翁
所
上
梓
而
／
今
復
倣
其
例
再
刻
之
則
以
為
／
門
人
之
亀
鑑
耳
／
享
和
二
戌
年
南
呂
暁
松
堂
鈍
壽
（
印
）
（
印
）
」
と
あ
り
、
か
つて友閑によって刊行された手本が、暁松堂鈍壽（神立愚鈍）
に
よ
っ
て
再
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
、
瀧
本
流
に
お
け
る
版
本
手
本
の
奨
励
、
ま
た
、
実
際
に
版
本
手
本
が
積
極
的
に
制
作
さ
れ
て
い
た
と
い
う
状
況
は
、
き
わ
め
て
示
唆
に富む。当時の、師昭乗の書への向き合い方をめぐる指向は、
昭
乗
筆
「
和
漢
朗
詠
集
』
の
印
刷
を
も
推
し
進
め
る
背
景
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
慶
安
二
年
時
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
版
行
も
ま
た
、
昭
乗
に
近
い
人
物
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
享
受
者
は
、
お
も
に
当
時
の
瀧
本
流
門
弟
た
ち
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
（酌）
想像されるのである。
江
戸
時
代
の
巻
子
本
に
つ
い
て
、
鈴
木
淳
は
、
「
古
典
的
な
教
養
、
娯
楽
に
関
わ
る
も
の
で
、
実
用
書
の
類
と
は
対
極
に
位
置
す
る
も
の
と
い
う
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ことができる」と述べているが、慶安一一年刊巻子本ｊＤ、後に流
通
す
る
実
用
的
な
冊
子
本
と
は
別
の
位
置
づ
け
に
あ
る
と
い
え
る
。
慶
安
二
年
刊
巻
子
本
は
、
結
果
的
に
昭
乗
筆
「
和
漢
朗
詠
集
」
か
ら
、
流
布
本
で
あ
る
冊
子
本
「
和
漢
朗
詠
集
」
へ
の
橋
渡
し
の
役
割
を
果
た
し
た
が
、
同
書
そ
の
も
の
は
、
量
産
型
の
手
本
の
よ
う
な
、
単
な
る
肉
筆
の
複
製
と
い
う
も
の
以
上
の
存
在
価
値
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
昭
乗
の
揮
毫
し
た
「
和
漢
朗
詠
集
」
の
筆
跡
を
忠
実
に
再
現
す
る
の
み
な
ら
ず
、
装
訂
も
そ
の
ま
ま
に
、
師
の
書
を
総
合
的
に
蘇
ら
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
たか。ここ
で
、
神
立
愚
鈍
筆
「
書
法
写
」
（
八
幡
市
立
松
花
堂
美
術
館
蔵
）
の
存
在
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
愚
鈍
は
、
瀧
本
流
門
弟
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
自らも弟子をもつ一方、「瀧本常盤帖』（明和八年（一七七一）
（湖）
刊
）
、
「
五
筆
花
法
書
」
（
明
和
八
年
刊
。
架
蔵
）
等
、
瀧
本
流
手
本
の
編
纂
を
手
掛
け
た
。
先
掲
『
松
花
堂
法
帖
』
も
、
近
世
前
期
に
友
閑
が
刊
行
し
た
手
本
を
愚
鈍
が
再
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
瀧
本
流
門
弟
た
ち
の
略
伝
を
列
記
し
た
「
松
花
堂
書
法
道
統
伝
』
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
片
玉
集
』
巻
七
十
二
所
収
）
の
著
作
を
残
す
な
ど
も
し
て
お
り
、
近
世
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
と
く
に
瀧
本
流
の
普
及
に
大
き
な
働
き
を
果
（釦）
た１」た人物と考えられる。
そ
の
愚
鈍
の
筆
に
か
か
る
「
書
法
写
」
は
、
「
小
倉
山
庄
色
紙
和
歌
」
一巻、「和漢朗詠集」二巻からなる。前者「小倉山庄色紙和歌」
（安永四年〈一七七五〉写）は、朱で色紙型走已かたどり、その
な
か
に
「
百
人
一
首
」
の
和
歌
を
散
ら
し
書
き
に
し
て
い
る
。
友
閑
の
子
で
あ
り
、
昭
乗
の
高
弟
で
あ
っ
た
藤
田
乗
因
筆
本
を
摸
刻
し
た
『
小
倉
山
（弧）
庄色紙和歌」（西尾市岩瀬文庫蔵）を摸写１」た到りのである。
他
方
、
「
和
漢
朗
詠
集
」
二
巻
で
は
、
朱
で
天
地
横
界
を
引
き
、
上
巻
に四十、下巻に二十八の朗詠題を掲げ、各題につき、漢詩句を
一
な
い
し
二
首
、
和
歌
を
一
首
ず
つ
害
し
て
い
る
。
内
題
や
目
録
、
作
者
注
記
等
は
な
く
、
各
巻
末
に
は
「
芙
蓉
峯
隠
士
慕
松
堂
書
（
印
）
（
印
巨
とある。
この「和漢朗詠集」も、「小倉山庄色紙和歌」と同様、版本
手
本
に
倣
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
慶
安
二
年
刊
「
和
漢
朗
詠
集
』
と
の
近
似
性
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
愚
鈍
は
、
慶
安
二
年
刊
本
の
よ
う
な
行
書
き
に
と
ど
ま
ら
ず
、
詩
歌
の
配
置
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
も
の
の
、
文
字
の
造
形
や
連
綿
な
ど
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
るＳ図３‐Ａ】）。朗詠題「祝」の漢詩の槽書体、同じく和歌
の連綿をおさえた書きぶりなども顕著な例だろう（【図３‐且）。
ま
た
、
慶
安
二
年
刊
本
の
本
文
と
比
較
し
て
み
る
と
、
愚
鈍
写
本
に
は
一
（躯）
首の途中までしか書いていない漢詩が三首、脱字が一一か所あり、
また、朗詠題「仏事」の和歌が、同「閑居」に書写されるといっ
た
こ
と
が
主
な
差
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
が
、
ほ
か
は
ほ
ぼ
共
通
す
る
。
さ
ら
に
、
使
用
字
母
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
愚鈍の依拠したものが、慶安二年刊巻子本であったか、ある
いは、冊子本であったかは定かではない。しかしながら、『松
花堂法帖」の例にみるように、近世前期、流派内で開版された
手本を再刻しうる立場にあった愚鈍であれば、巻子本をよりど
ころとしていた可能性は大いにあるだろう。また、「小倉山庄
色紙和歌」巻において朱で色紙型を摸したように、「和漢朗詠
集」の天地の界も、巻子の形態をかたどったものかもしれない。
いずれにせよ、慶安二年刊『和漢朗詠集』は、時代が降っても、
4６
慶安二年刊巻子本『和漢朗詠集』について
こ
こ
ま
で
、
慶
安
二
年
刊
巻
子
本
「
和
漢
朗
詠
集
」
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
て
き
た
。
他
方
、
こ
れ
ま
で
触
れ
て
き
た
作
品
の
ほ
か
に
も
、
瀧
本
流
門
弟
ら
が
揮
毫
し
た
「
和
漢
朗
詠
集
」
は
数
多
く
、
ま
た
、
版
本
の
瀧
本流手本等のなかに、「和漢朗詠集」の詩歌が収録された例も
少
な
く
な
い
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
の
書
作
品
・
手
本
類
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
まず、門弟たちが揮毫したとされる「和漢朗詠集』について、
管
見
に
は
い
っ
た
主
な
作
品
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
掲
出
の
も
の
は
いずれも抄写本である。
（鋼）
・豊蔵坊信海筆「一一家法書」（東京国立博物館蔵）
（鈍）
・豊蔵坊信海筆「和漢朗詠抄」（「日本書跡大鑑』十九巻所収）
．法童坊孝以筆「和漢朗詠巻」（八幡市立松花堂美術館蔵）
．法童坊孝以筆「和漢朗詠集」（四天王寺大学図書館恩頼堂
文庫蔵）
．
（
鍋
）
．法堂坊孝以筆「和漢朗詠集」（『日本書跡大鑑」十五巻所収）
（躯）
・中村久越筆「朗詠」（四天王寺大学図書館恩頼堂文庫蔵）
・平野仲安筆「和漢朗詠集抜粋」（寛文八年〈一六六八〉写。
柿衛文庫蔵）
・藤田乗因筆「朗詠抄」（寛文九年〈一六六九〉写。四天王
寺
大
学
図
書
館
恩
頼
堂
文
庫
蔵
）
門
弟
た
ち
に
と
っ
て
の
師
の
筆
の
規
範
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
続
け
て
い
た
。
四
瀧
本
流
に
お
け
る
「
和
漢
朗
詠
集
」
ｌ
門
弟
の
書
、
お
よ
び
名
筆
摸
刻
集
な
ど
Ｉ
（汀）
・平野仲安筆「詩歌巻」（延宝五年〈一一ハ七七〉写。八幡市
立松花堂美術館蔵）
・神立愚鈍筆「書法写」のうち「和漢朗詠集」（八幡市立松
花堂美術館蔵）（前掲）
愚鈍写本をのぞいて、必ずしも慶安二年刊本に倣うものでは
な
い
が
、
門
弟
た
ち
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
「
和
漢
朗
詠
集
』
を
愛
好
し
て
いたことがうかがえる。たとえば、平野仲安筆「和漢朗詠集抜
粋
」
は
、
漢
詩
の
一
部
に
極
端
な
大
師
流
を
用
い
、
大
き
く
筆
致
を
跳
ね
上げた装飾的な表現を駆使する。「和漢朗詠集』を素材とする
書
の
多
く
は
、
漢
字
と
仮
名
、
漢
詩
と
和
歌
と
が
調
和
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
作
で
は
、
異
質
な
も
の
同
士
が
隣
り
合
う
ゆ
え
の
表
現
の
落
差
に
よ
っ
て
、
独
自
の
響
き
合
い
を
生
ん
で
い
る
。
他
方
、
「
和
漢
朗
詠
集
」
の
詩
歌
が
、
瀧
本
流
の
版
本
手
本
の
な
か
に
抄録されている例も少なくない。たとえば、「松花堂気霧帖』（寛
政五年〈一七九一一一〉賊。架蔵）は、『和漢朗詠集』の詩歌三十
二首を収めたものである。同書に付された須原屋佐助「金花堂
ママ
蔵
板
ロ
ロ
録
」
中
に
は
、
「
瀧
本
気
霧
帖
一
冊
猩
々
翁
真
蹟
／
此
書
は
朗詠の詩歌を抄出して猩々翁のうるはしく書給へるなり」との
文
言
が
見
え
、
昭
乗
の
書
い
た
「
和
漢
朗
詠
集
』
詩
歌
で
あ
る
こ
と
を
喧
伝している。このほか、『学半臨書帖』（寛政元年〈一七八九〉
刊
。
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
蔵
）
の
よ
う
に
、
詩
歌
一
首
ず
つ
で
は
あ
（犯）
るが、細合半斎による、瀧本坊乗淳筆「和漢朗詠集」の臨鑿日を
収めている例もある。
また、瀧本流手本ばかりではなく、名筆摸刻集の類にも昭乗
筆「和漢朗詠集』は収められていった。前掲「本朝名公墨宝』
日本文學誌要第９１号4７
以上、慶安二年刊巻子本「和漢朗詠集』を中心に検討してき
た。元和五年写本と恩しき昭乗筆本から、巻子本のうち岡本氏
蔵本が摸刻され、「版種』本を経て、冊子本へとつながってゆ
下
巻
に
収
録
さ
れ
た
昭
乗
の
書
は
、
「
和
漢
朗
詠
集
」
の
詩
歌
と
満
湘
人
景の詩の一部であり、「和漢朗詠集』からは、漢詩句と和歌を
〈調）
それぞれ十八首ずつ摸刻している。同種の摸刻集「和漢筆仙集』
（
貞
享
二
年
〈
一
六
八
五
〉
刊
。
秋
田
県
立
図
書
館
蔵
）
に
も
、
昭
乗
筆
「和漢朗詠集』の詩歌四首が摸刻されている。
なお、このうち、『本朝名公墨宝」に所収された「和漢朗詠
集
」
詩
歌
に
は
、
本
文
に
も
注
目
す
る
べ
き
点
が
あ
る
。
同
書
に
は
、
朗
詠
題
「
落
花
」
の
詩
「
朝
踏
落
花
相
伴
出
暮
随
飛
鳥
一
時
来
」
（
傍
線
は稿者による。以下同）を収めるが、『和漢朗詠集』伝本では、
傍
線
部
を
「
帰
」
と
す
る
も
の
が
多
い
。
前
稿
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
暮
随
飛
鳥
一
時
来
」
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
、
慶
長
十
七
年
写
本
、
お
よ
び
慶安二年刊本にのみ見られる詞章である。また、同じく所収さ
れ
る
、
朗
詠
題
「
山
家
」
の
和
歌
「
山
さ
と
は
も
の
固
さ
ひ
し
き
事
こ
そ
あ
れ
世
の
う
き
よ
り
は
住
よ
か
り
け
り
」
は
、
藏
中
が
、
慶
安
二
年
刊
本
以
降
の
版
本
か
ら
多
く
み
ら
れ
る
と
し
た
本
文
と
同
じ
で
、
さ
ら
に
遡
れ
ば
、
慶
長
十
七
年
写
本
も
同
型
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
近
世
初
期、昭乗周辺で読まれていた慶長十七年写本系統の本文が、一
部
で
は
あ
る
も
の
の
、
慶
安
二
年
以
前
よ
り
名
筆
摸
刻
集
を
介
し
て
版
本
の
世
界
に
入
り
込
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
お
わ
り
に
付
記ご
所
蔵
資
料
の
調
査
、
お
よ
び
写
真
の
利
用
を
お
許
し
い
た
だ
き
ま
し
た岡本聡先生に心より感謝申し上げます。また、資料調査にご
高配賜りました諸機関に感謝申し上げます。
本
稿
は
、
平
成
二
十
六
年
度
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究費（基盤研究（Ｂご「日中比較による書学資料の文献学的研
究」（代表者菅野智明、研究課題番号潭邑三霊）による研究成
果
の
一
部
で
あ
る
。
く
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
そ
の
摸
刻
は
元
来
、
昭
乗
筆
本
の
忠
実
な
再
生
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
瀧
本
流
門
弟
ら
に
む
け
た
営
み
で
あったと想像されることにも言及した。
本稿でも触れたように、慶安二年刊巻子本に続く同冊子本は、
その後の瀧本流手本の開版と流派の流行とを呼び込むものであ
り
、
な
お
か
つ
、
冊
子
本
そ
の
も
の
も
、
数
次
に
わ
た
っ
て
版
行
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
展
開
に
ま
で
目
を
向
け
れ
ば
、
昭
乗
筆
「
和
漢朗詠集』が、写本から版本へ、そして、巻子本から冊子本へ
と
、
書
物
と
し
て
の
形
態
と
享
受
者
層
を
変
え
な
が
ら
、
し
だ
い
に
流
通
の
範
囲
を
広
げ
、
や
が
て
は
数
多
く
の
手
本
の
刊
行
と
結
び
つ
き
書
流
の
盛行へとつながっていった様相がみえてこよう。
近
世
、
書
の
世
界
も
、
写
本
と
版
本
と
が
共
存
す
る
時
代
に
移
行
し
て
ゆ
く
。
名
筆
の
印
刷
・
再
生
と
い
う
事
象
は
、
近
世
の
書
文
化
や
文
字
文
化を考究するうえでさまざまなテーマをはらんでいよう。そし
て
、
そ
れ
は
時
に
『
和
漢
朗
詠
集
」
の
よ
う
に
、
文
学
作
品
の
流
布
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
側
面
を
も
っ
て
も
い
る
。
4８
慶安二年刊巻子本「和漢朗詠集』について
注（１）〆＝へ〆￣、グー、〆－，１１１０９８
、.=、＝〆、＝〆、＝〆
（５）
（６）
（７）
（４）
（３）
（２）
拙
稿
「
松
花
堂
昭
乗
と
「
和
漢
朗
詠
集
」
ｌ
慶
長
十
七
年
写
本
、
お
よ
び
近
世
前
期
刊
本
を
中
心
に
ｌ
」
（
中
野
三
敏
・
楠
元
六
男
編
『
江
戸
の
漢
文
脈
文
化
』
竹
林
舎
、
二
○
｜
二
年
）
。
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
「前稿」とは、当拙稿を指す。
八
幡
市
立
松
花
堂
美
術
館
図
録
『
百
人
一
首
の
世
界
昭
乗
筆
百
人
一
首色紙帖を中心に」（八幡市立松花堂美術館、二○○六年）
に図版掲載。
定
家
様
は
、
藤
原
定
家
の
書
風
を
模
し
た
も
の
。
歌
人
と
し
て
の
定
家
へ
の
敬
慕
と
相
ま
っ
て
、
愛
好
者
は
多
か
っ
た
。
と
く
に
茶
の
湯
の
席
で
好
ま
れ
、
近
世
初
期
、
小
堀
遠
州
な
ど
も
よ
く
し
た
。
小
松
茂
美
「
松
花
堂
昭
乗
和
漢
朗
詠
巻
」
（
日
本
書
道
教
育
学
会
『
書
学」一九八七年八月号）。
『松花堂昭乗関係資料調査報告書」（八幡市、二○○二年）。
佐藤虎雄『松花堂昭乗」（河原書店、’九三八年）。
末
宗
廣
「
松
花
堂
筆
和
漢
朗
詠
集
」
（
『
茶
道
月
報
」
’
九
三
八
年
一
○
月号）。
「中京杉浦家所蔵品入札」（京都美術倶楽部、一九二九年）。
『古典籍下見展観大入札会目録」（東京古典会、一九九五年）。
注６前掲書。
昭
乗
が
住
持
を
つ
と
め
た
瀧
本
坊
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
什
物
の
目
録
で
あ
る
、
瀧
本
坊
蔵
帳
の
類
に
は
、
世
尊
寺
行
能
「
朗
詠
集
」
、
尊
円
親
王「朗詠切」「朗詠詩四首、真行」「朗詠詩歌」「朗詠詩書」「朗
詠
詩
歌
蹴
燭
款
冬
藤
」
「
朗
詠
行
霧
曉
籠
」
、
近
衛
前
久
「
朗
詠
」
等
、
『
和
漢
朗
詠
集
」
や
そ
の
切
れ
と
思
わ
れ
る
記
載
が
多
く
み
ら
れ
る
。
昭
乗
が
こ
れ
ら
の
一
部
を
眺
め
、
ま
た
規
範
と
し
て
い
た
可
能性も大いにある。
（血）山田忠雄「吉利支丹版和漢朗詠集上の本文」（「迂人孟録一八、
’九六四年）、土井忠生ヨ和漢朗詠集巻之上」」（『吉利支丹
論
考
』
三
省
堂
、
一
九
八
二
年
）
。
両
氏
は
、
巻
上
夏
部
の
朗
詠
題
が
「
花
橘
」
で
あ
る
か
「
慮
橘
」
で
あ
る
か
、
と
い
う
点
に
着
目
し
、
「
室
町
時
代
は
、
そ
の
「
慮
橘
本
」
が
勢
力
を
得
た
時
期
で
あ
っ
た
が
、
江
戸時代に入って出版されたのは、正徹本一本を除き、その他
はすべて「花橋本」であった」（土井三和漢朗詠集巻之上Ｅ）
と述べている。
（
Ⅲ
）
藏
中
し
の
ぶ
は
、
「
正
保
五
年
「
尊
円
」
Ａ
本
（
稿
者
注
、
正
保
五
年
刊
「
和
漢
朗
詠
集
乞
が
、
仙
台
伊
達
家
旧
蔵
尊
円
法
親
王
筆
『
和
漢
朗
詠
集
」
を
原
本
と
し
て
版
行
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
版
本
の
世
界
に
別
系
統
の
本
文
が
流
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
以
後
、
尊
円
系
統
の
本
文
は
青
蓮
院
御
家
流
始
祖
尊
円
法
親
王
の
名
の
も
と
に
書
道
手
本
と
し
て
の
権
威
を
保
ち
つ
づ
け
、
版
を
改
め
筆
者
を
変
え
て
、
江
戸
中
期
の流布本系統となっていった」と述べている（三和漢朗詠集」
版
本
の
本
文
ｌ
和
歌
の
版
本
独
自
異
文
Ⅱ
寛
永
三
系
統
を
中
心
に
付
、
現存『和漢朗詠集』版本書目集覧ＩＬＳ大東文化大学紀要〈人
文科学Ｅ二十八号、一九九○年〉）。以下、本稿における藏
中論文の引用はすべてこれによる。
（
ｕ
）
拙
稿
「
瀧
本
流
の
流
行
と
展
開
付
瀧
本
流
法
帖
出
版
年
表
稿
」
（
拙
著
「
松
花
堂
昭
乗
と
瀧
本
流
の
展
開
」
思
文
閣
出
版
、
二
○
二
年
）
。
（焔）鈴木健一「『和漢朗詠集」版本考」（『汲古」十二号、一九八
日本文學誌要第９１号4９
七年十二月）、および注咀前掲蔵中論文。
（
咄
）
大
阪
古
典
会
創
立
九
十
周
年
記
念
古
典
籍
善
本
展
観
図
録
「
澪
標
」
（
大
阪
古
典
会
、
一
九
九
二
年
）
。
「
２
７
５
『
和
漢
朗
詠
集
』
慶
安
二
年
マ
マ
刊
松
花
堂
怪
々
筆
版
下
一
一
巻
」
と
あ
る
も
の
。
（
Ⅳ
）
青
裳
堂
書
店
古
書
目
録
『
和
漢
朗
詠
集
の
版
種
」
（
青
裳
堂
書
店
、
二
○○六年）。
（肥）神作研一「歌書の変遷ｌ江戸前期を中心にｌ」（『調査研究報
告」三○号、二○一○年。『近世和歌史の研究」〈角川学芸出
版
、
二
○
一
三
年
〉
「
附
編
歌
書
刊
本
考
」
）
。
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
神
作
論
文
の
引
用
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。
（四）注２前掲図録に図版所収。
（
別
）
大
和
文
華
館
図
録
「
特
別
展
松
花
堂
昭
乗
ｌ
茶
の
湯
の
心
と
筆
墨
‐
Ｌ
（
大
和
文
華
館
、
一
九九三年）等に図版掲載。
（
Ⅲ
）
大
師
流
は
、
弘
法
大
師
空
海
の
雑
体
書
に
基
づ
く
も
の
で
、
独
特
の
線
の
ふ
る
え
や
ゆ
ら
ぎ
を
伴
う
表
現
が
特
徴
的
で
あ
る
。
藤
田
友
閑
は
、
「
祖
師
は
大
師
行
成
を
本
と
せ
ら
れ
」
（
『
和
国
筆
道
三
秘
紗
」
）
と
、
昭
乗
の
書
の
根
源
の
ひ
と
つ
を
空
海
に
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
「
本
朝
古
今名公古筆書流」「筆跡流儀系図」「流儀集」「古筆分流」等
の
書
流
系
図
で
は
、
昭
乗
の
名
を
大
師
流
の
書
き
手
と
し
て
あ
げ
て
い
る（小松茂美『日本書流全史」（『小松茂美著作集」十五’十
七巻〈旺文社、一九九九年〉）。
重
）
八
幡
市
立
松
花
堂
美
術
館
図
録
『
松
花
堂
昭
乗
の
眼
差
し
～
絵
画
に
み
る美
意
識
～
』
（
八
幡
市
立
松
花
堂
美
術
館
、
二
○
○
五
年
）に図版
所収。
（翌注皿前掲図録に図版所収。
（
皿
）
川
畑
薫
「
書
流
ｂ
松
花
堂
流
に
お
け
る
教
授
体
系
と
そ
の
背
景
ｌ
寛
文
期・家元制度形成史一斑ｌ」（『藝能史研究」一六五号、二○
○四年）。
（
妬
）
「
諸
国
」
「
京
條
里
」
「
官
名
」
は
、
手
本
と
し
て
瀧
本
流
に
お
い
て
重
視
さ
れ
た
。
昭
乗
、
お
よ
び
狂
歌
師
で
昭
乗
の
高
弟
で
あ
っ
た
豊
蔵
坊
信
海
が
害
し
た
「
百
官
名
」
（
貞
享
二
年
〈
一
六
八
五
〉
六
月
奥
。
法
政
大
学
図
書
館
蔵
）
も
残
る
。
拙
稿
「
瀧
本
流
高
弟
と
し
て
の
豊
蔵
坊
信海ｌ松花堂昭乗・豊蔵坊信海筆「百官名」を中心にＩ」ｓ国
文学論考」四十九号、二○一三年）参照。
（
別
）
友
閑
は
、
『
示
愚
息
乗
因
及
同
志
学
者
教
誠
條
章
」
に
お
い
て
、
「
行
書
の
手
本
は
末
弟
疎
学
の
筆
跡
に
て
書
く
き
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
、
先
師
御
法
帖
を
梓
に
鐘
て
授
け
侍
り
」
と
し
た
う
え
で
、
と
く
に
「
八
幡
宮
之
手
本
」
「
国
名
之
手
本
」
「
四
恩
法
語
之
手
本
」
「
勧
進
帳
二
帖
之
手
本
」
を
版
本
手
本
と
し
て
重
視
す
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。
注
型
川
畑
論
文
に
詳
し
い
。
な
お
、
『
松
花
堂
法
帖
」
の
う
ち
「
国
名
京
條
里
官
名
」
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
百
官
表
』
を
原
本
と
し
て
い
る
と思われる。
（〃）川畑薫は、注型前掲論文において、「同じ刊行手本であって
も、松花堂流という組織内で刊行されたものと、書騨を介し
たものとでは、異なる学習者層を生み出すことが窺われる」
と
述
べ
、
流
派
内
で
刊
行
さ
れ
た
手
本
と
商
業
的
手
本
と
に
は
、
お
の
ず
か
ら
差
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
慶
安
二
年
刊
巻
子
本
も
ま
た、冊子本とはその享受者を異にしていたと考えられる。
（邪）鈴木淳「江戸の巻子本」（『文学」’○巻四号、二○○九年）。
（
型
『
五
筆
花
法
書
』
に
は
、
「
芙
蓉
峯
隠
士
山
地
道
輔
景
写
書
」
と
刻
さ
れ
5０
慶安二年刊巻子本『和漢朗詠集」について
〆￣、〆￣、〆■、／■ヘ‐～
３７３６３５３４３３
、－〆、－〆、.＝、＝〆、－〆
〆￣へグーヘ
３２３１
、＝ン、－〆
（釦）
る
。
注
Ⅲ
前
掲
小
松
茂
美
「
日
本
書
流
全
史
」
所
載
『
松
花
堂
筆
跡
法
帖」（安永七年〈’七七八〉）の「筆伝系略」には、神立愚鈍
に
つ
い
て
、
「
は
じ
め
山
地
道
輔
と
称
す
。
名
は
正
春
、
慕
松
堂
と
号
す
。
又
玄
芝
無
能
翁
と
い
ふ
」
と
あ
る
。
な
お
、
山
地
氏
に
関
し
て
は
、
中野三敏『和刻法帖目録編』（日本書誌学大系一○○（１）。
青
裳
堂
書
店
、
二
○
二
年
）
所
載
［
山
地
慕
松
堂
伝
］
に
、
「
先
生
は
本
姓
宇
佐
美
、
世
々
官
吏
也
山
地
は
養
父
の
氏
な
り
薙
髪
し
て
神
立
氏
と
称
す
は
た
慕
松
の
号
は
林
家
よ
り
賜
れ
り
」
と
あ
る
。
愚
鈍
に
は
、
昭
乗
筆
「
詩
歌
巻
」
（
逸
翁
美
術
館
蔵
）
に
奥
書
を
付
し
た
例
も
あ
る
Ｓ
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
報
告
５
逸
翁
美
術
館蔵国文学関係資料解題』明治書院、一九八九年）。
八
幡
市
立
松
花
堂
美
術
館
学
芸
員
川
畑
薫
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
こ
の
う
ち
、
愚
鈍
は
、
朗
詠
題
「
管
弦
」
の
詩
「
第
一
第
二
絃
索
々
秋
風
佛
松
疎
韻
落
第
三
第
四
絃
冷
々
夜
鶴
億
子
籠
中
鳴
第
五
絃
声
尤
掩
抑
瀧
水
凍
咽
流
不
得
」
（
引
用
は
慶
安
二
年
刊
巻
子
本
に
よ
る）の「秋風挑松疎韻落」までを、また、同「懐旧」の詩「黄
壌
誰
知
我
白
頭
独
憶
君
唯
将
老
年
涙
一
温
故
人
文
」
の
「
唯
将
老年涙」までを書くが、慶安二年刊本では、それぞれ「秋風
払
松
疎
韻
落
」
「
唯
将
老
年
涙
」
で
改
行
が
な
さ
れ
て
い
る
。
愚
鈍
が
慶
安
二
年
刊
本
を
見
て
い
た
が
た
め
に
生
じ
た
誤
り
と
も
考
え
ら
れ
る
。
『明衡往来」と「和漢朗詠集」の抄写各一軸からなる。
小
松
茂
美
編
「
日
本
書
蹟
大
鑑
』
十
九
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
九
年
）
。
小
松
茂
美
編
『
日
本
書
蹟
大
鑑
」
十
五
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
八
年
）
。
『和漢朗詠集」、および『新撰朗詠集」の詩歌を抄写する。
「
和
漢
朗
詠
集
』
の
詩
歌
の
ほ
か
、
『
古
文
真
宝
』
所
収
漢
詩
を
害
す
。
八
幡
市
立
松
花
堂
美
術
館
図
録
「
は
ち
コ
レ
八
幡
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー松花堂美術館の収蔵品から１坐（八幡市立松花堂美術館、
二○一四年）に図版掲載。
（
胡
）
乗
淳
は
、
昭
乗
の
兄
中
沼
左
京
元
知
の
子
で
、
昭
乗
の
甥
に
あ
た
る
。
寛永十四年（’六三七）十二月に昭乗が瀧本坊を退いてのち
瀧
本
坊
を
継
ぎ
、
ま
た
、
藤
田
友
閑
と
と
も
に
、
昭
乗
没
後
の
流
派
の
形成に尽力した。
（羽）『本朝名公墨宝』のうち下巻のみが「瀧本春風帖」（東京学芸
大学附属図書館望月文庫蔵）として改題刊行されてもいる。
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【図１】慶安二年刊春子本Ｉ和漢朗詠集］巻末部
穆懸繼翰⑫）錘灘馨
鑪識駆馴；人奪爾作潤壕
慶鑛二総韓鬘驫纐…（騒ノ 蕊掛花堂主皿樫塵瀧大師筆遊過二級迄爵門共餘流迄縫以椰釧隷漢学棲 ｝熱可議会龍一鮮藤諭測真筆為総風偽筆鰯英一 魂総『墜嘱胤胤．擢翁鍋遡Ⅷ．三十二樽之波澗而薇鐘字鱗迄蘇筆刻以繊枠率 灘
駿漉典曜農塞
掛撒堂主風怪怪翁鵜術
髪海大師篭璽三十二傅之波澗而管邊
遜二級迄碕門馴寸蕊金寵一艤蝶譲測
共捺流迄縫以真筆為偽以僅拳為英一
部朗詠漢字倭学翁迄評蘂薊以繊梓本
曇騒寵領下と遡奔後人奪而作圓巳家
珍珍重譽而為践
慶驫二総鑿籔鑿巍蘆議鳳鰯＃
惣騨・珊一鱸蝿蝿捲 蕊
１
Ｊ
上
下
く
く
岡本聡氏蔵本
『和漢朗詠集の版種』掲救本（青裳堂書店古書目録『和漢朗詠集の版種』
より転載）
5２
慶安二年刊巻子本「和漢朗詠集｣｜について
(図２】慶安二年千ＩＩ巻子本の大師流表現の例
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満騨謬及冬月換鵜繼
蔦
歳
十
絞
樂
永
災
長生虞嘉寒牧篭
禾光門前劇〃芝
きみいきはイブ１代やｆフ６仮
。くれやＩのいふ岡と江ｈて
「局Ⅵの“Ｕ寸斗の》し
漉
蕊総寒風歓鵜繊轤歳十狄辮糸挺
撹と脳漿瀞縦震不鎚湘爾覺遂
きみ、ｒヲはｆ７Ｊわへやｆ７ａ反さく机啼ｌい
い
ｆ
ぽ
Ｊ
打
ｈ
て
こ
好
Ⅶ
の
む
す
洲
あ
て
．
‐
１
７
Ｌ
Ｐ
Ｌ
「
、
７
ゴ
ゥ（
や
ま
ぐ
ち
き
ょ
う
こ
・
本
学
兼
任
講
師
）
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|川本聡氏
税孕謬風ふ月譲鵜縫
》禺歳イ秋樂丸剛災
長生虞泉蒜秋冨
不光門前同月愛
きＡが卜。仗酋／：旗やら６に
ぺずくれい！‐めい患科凶なｈて
こげいのふし可暫イ１
税
義協容風歓鵜糠籟諭す縦辮永挺
腫と蝋索蒜狄富不錨門前圃測達
きみがｊ灯ら』仁やら”ａ〆考～机ｖが
い斑囑ああＵ‐何て『一吋‐のむす…て．
Ⅱ
１
Ｊ
『
ノ
ひ
ご
ｒ
ｌ
Ｌ
０
、
デ
ー
罫
び
り
